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〔概 要 〕　 本研 究 は 、学習 内容 に 興 味 ・関 心 を もた せ 、 1一ど もの 個性 的 な 課題 意 識 や 問

題 意 識 、創 造 力 、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、表 現 力 な ど を育成 す る Lで 、児 童 の 情意領

域 を 重視 し た 授 業 の あ り方 に つ い て 探 求 す る こ とを 目的 と した 。

　本 稿 で は 、中 国 大 連 市金 州 区 実験 小 学 校 に お い て 、筆者 （藤 ） が 実 施 し た 6 年 の 国 語
授 業 （2006 年 7 月 ） に お い て 、児 童 の 情 意 領 域 の うち 、興 味 ・関 心 や 思 考過 程 を調 べ

る た め 、既 有 ス キ ー マ の 外化 手法 と し て 用 い られ る強 制 連 結 法 を利 用 した 授 業 実践 に っ

い て 報 告 す る。 結 果 よ り、児 童 は 既 有 知 識 や 思 考力 に つ い て 優 れ て い た が 、 自 己 の 関 心

や 既 有 ス キ
ー

マ を うま くつ な ぎ、他 者 に 表 現 伝達 す る 能 力 の 欠 如 が 示 唆 され た 。

キ ー ワ ー ド ： 小 学 校 、国 語 、強 制 連 結 法 、情 意領 域 、思 考 力 、表 現 伝 達 力

1 ．は じめ に

　小学 校 国語科 教 育に お け る教師 の 役 割 は 、

個 々 の チ ど もの
、 も の の 見方や考え 方、内発的

な 意欲、主 体的な態度な どを理解 し、温 か く支

援 し て い く こ とが 重要で あ る。国語科 で は、子

どもが学習に 対す る関心 を持ち、主体的に 取 り

組む態度 を備 え、言語に つ い て の 知識や技能を

身 に 付 け る こ とを通 して 、思考力や 創造力を駆

使 し表現 し行 動す る資質や能力 を中心 に据え る

こ とが 重要で ある 。 とりわ け 、関心 ・意欲 ・態

度等情意面 は 、主 体的表現 活 動を促す源 泉 とな

り、ま た知識や 技能 を 自 ら獲得す る重要な要 因

とな る 。 筆者 は、これ ら関心 ・意欲 ・態度を喚

起 し て 、子 どもの 思 考力、表現 伝達力 を培 う授

業設 計 で 、子 どもの 既 有知識 、関 心事柄 等 レ デ

ィ ネ ス や 、 もの の 考 え方 を外化す る手法 として

開発 された強制連結法 を国語 科授 業で 利月］した 。

2．強 制連結法を利用 した授 業設 計

　 2．1 強制連結法 とは

　強制連結法 とは 、林（2002 年）が開発 した学習

者の 先行知識や経 験 を測る た め の 手法 で ある
（］）

。具体的に は 、発 端部 と帰結部 に 二 つ の 異

なるキ
ー

ワ
ー

ドを与え 、途 中に 関連す る単語 も

しくは 言葉 （ス キ
ー

マ ） を挿入 しなが ら、二 つ

の キ
ー

ワ
ー

ドを連結 （リン ク） して い く こ と に

よ っ て 、外化 され た ス キーマ の 連結や 数とそ の

連結 の 論理 性な どか ら 、 学習者の レ デ ィ よ っ て 、

ネス を測 定す る もの で ある （図一 1 参照）。
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一・1 強制 連 結 法 シ ー トの 実 例

　今回実施 した強制連結法を用い る授業は 、子

ども が 記入 した連 結 シ
ー

トを、隣同 士 で 交換 し

評価 し た。グル
ー

プ毎 に 論 議 し
、 合理 的な連結

（ル ー
ト） を全員 の 前で プ レ ゼ ン させ た。教師

は 、子 ど もの 情意領域にお ける関心 ・意欲 ・態

度に注 目し、い か に 授業に活かす か を調 べ た。

　2．2 授 業の 指導計画 と教育目標

　子 どもの 学習経験 の なか には 、 情 意領域 と認

知領域の 両領域 が融合 して い る 。 換言すれ ば、

す べ て の 認知 目標 には情意的要因が内在す る 。
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本授業の 流れ を以 下 に示す。

A 　知的好 奇心 の 把握 （導入）

B 　課題設定 ・学習方法 の 理解

C 　連結シ
ー

トの 記述

D 　記述 シ
ー トを隣同 上 で 交換

E 　 グル ープ毎に 論議

F　表現伝達 （プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ）

G 　相 ig．評価 （話 し合い ）

　 A 〜 G の そ れ ぞれ の観 点か ら分析 した。

レ デ ィネ ス を測定す る同時に 、情意面 （意欲関

心 、思考過程）を重点的に調 査 する こ と と した。

【対象者1： 中国大 連 市 の 金州 区実験小 学校 6 年

［対象人数1 ： 50人 【女性 27 名 、男性 23 名】

［対象科 目1： 国語科

【実施 日期1：2006 年 7 月 7H

I時剛 ；45 分

【課題1 ： 「私 と地球温 暖化」

【教栩 ： プ リン ト教材

3 強 制連結 法を利用 した 情意面 の 評価

　前述 した よ うに、関心 ・意欲 ・態度等情意面

の 育成 は、知識や技 能を 自ら獲得す る要 因とな

る。授業活動 に お い て 、教師は 子 ど も の 情意面

の 実態を把握 して 、 即時 に適切な 支援が最も重

要で あ る。強制連結法を利用 した授業の 各段階

で 、関心 ・意欲 ・態度 を ど う捉 える こ とが で き

る か を検討 し た。

A 　知的好奇心

　◎子 どもの 興味 ・関心 を引きだせ たか

B　 学習課題 の 設定 ・学習法 の 理 解

　◎課題や学習過程 を理 解 させ たか

C 　 連結 シ ー トの 記入

　◎課 題 に対 して 、 興味 ・関心 を持て た か

　◎ 主 体的 に調 べ る こ とが で きた か 。

D　記入 した シ
ー

トを隣同 士 で 交換

　◎ 適切 な相彑 評価 が で き た か

◎他者の 考え を習得す る態度を とれ た か

E 　 グル ープ 毎に論議

◎積極的 に他 者 と コ ミュニ ヶ一シ ョ ン が 取れ た か

　◎積極的 に 自分 の 考 え方 を他者 に伝 えた か

F 　 プ レ ゼ ン テ ン シ ョ ン

　◎　言 語
一筋道 を立て話すこ とが で きたか

　◎ 　非言語 （言語 関連） 一声 の 高 さ、速 さ、

　　　大 き さ、間 の 取 り方は 適 切 で あ っ た か

　◎　非言語 （そ の 他）一身振 り、手振 り、顔

　　　 の 表情 、ア ィ コ ン タ ク トが適切で あ っ た か

　◎　メ デ ィ ア の利用 一紙芝生、新聞な どの メ

　　　デ ィ ア を うま く利用 で きた か

　 G 　感想 ・ 評価

　◎ 　 自分 の 評価 と他人の 評価 を 比 べ て 正 し

　　　 い 評価がで き た か

4 ．強制連結法 を用い る授業 の 設計 の 実践

　筆者 （藤）は 、出身地 の 中国大連市金州 区実

験小 学校で 、強制連結法 を利用 した授業の 設 計

の 実践を試みた
。 本授業の ね らい は 、子 どもの

5 ．結果

　 連結 シ ー トに記述 され た単語や連結の 分析結

果 よ り、外化 され た全単語数 は 1218 個 （50 名）、

出 現比 率が 高 い 単語 は 、 生 活 ゴ ミに関す る もの

が 目立 っ た 。 これを表
一 1 に示 す 。 次に 、リン

ク した ル
ー

トは 237 経路 あ っ た 。 結果 よ り、課

題 に対す る 子 どもの レ デ ィ ネス にお い て 外化 さ

れ た 単語数 とそ れ らの 連結 （思 考力 ）は 、 目本

で 実施 された赤松 らの 研究 と比較 し て 良好 であ

っ た と考 え る。

出現頻度 が 高 い ス キ
ー

マ 書か れ た 人数

生 活 ゴ ミ 34

車 の 排出気 33

森 の 破壊 16

工 業 の 排 出物 15

戦争 7

　　 表
一 1 地球 温 暖化 へ の 影響の 要 因

　
一方、他 人 の 評価を行 う連結 シ

ー
トの 相彑 評

価の 記入欄 に 、無回答が 70％あ り、中国 の 子 ど

もにお い て は、相 互評価 に つ い て 実施 す る機会

が少 な い こ とが 明らか にな っ た。今後、中国で

は こ れ ら自己評価 と他者評価 に よ る 相万評価 を

学習 に取 り入れ る必要が ある。また今回対象 の

金州 区実験小学校 の y一ど もは 、他者 へ 自分の 考

え を伝達す るプ レ ゼ ン 能力 （表現伝達能力）の

欠 如 が明 らか に な っ た、表現伝達能力 は、国語

科教 育にお い て 「話す 」能 力 と して 重要な 学習

で ある。今後、国語科の 授業にお い て 、表現の

学習 を効果的に進め る場合、子 どもた ち 自信が、

自分の 意見 や 考え を 主張で き、わ か りや す く他

者へ 伝 える訓練 と して の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 学

習を取 り入れた授業設計が 必要で ある。これ ら

を取 り入れ た授業設計は 、子 ども の 情意面を生

か した授業 と して 機能す る と考 える。
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